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８．研究実績報告（成果）（別紙にて約 1,000字 A4版（縦長）横書）（別紙に作成）
 日本列島及びその周辺域を対象として、これまで各大学や観測機関で蓄積されてきた地

形、重力、地殻構造、地殻変動、地震活動等の基礎データを整理・統合し、地殻活動予測

シミュレーションモデル開発の基礎となるデータベースを開発することを目的として、各

大学において、ア.日本列島地殻活動情報データベースの構築、イ.地殻活動データ解析シス
テムの開発、ウ.古い地震記象の整理とデータベース化、などが実施された。
地震研究所では、地震研究所が保管する古い記録の整備について、所内の古地震・古津

波記録委員会（島崎邦彦委員長）で議論し、SMAC 型の強震記録についてのフィルム作成
作業に着手した。また、保管状況が悪化してきている古いマイクロフィルムについて、フ

ァイリング整理、フィルムの分割整理などを開始した。また、昨年度作成した、古い津波

記録約１万枚のマイクロフィルムのスキャン画像データファイルをデータベース化し、津

波波形画像データベースシステムを作成した。

一方、特定共同研究（A）の 2005-A-17「地殻活動予測シミュレーション」、2005-A-18
「地殻活動モニタリング手法の高度化」の研究グループと合同で、研究集会 2005-W-07「地
殻活動データに基づく予測シミュレーションモデル構築に向けて」を開催し、それぞれの

研究分野の現状の到達点と今後の研究協力について活発な議論を行った。

以上


